
発

行

大
会
に
際
し
て
は
、
平
日
に
も

先
日
の
全
校
集
会
で
生
徒
達
に

西
会
津
中
学
校

か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
保
護

「
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
・
先
生

文

責

者
の
皆
様
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て

・
地
域
の
皆
さ
ん
が
み
ん
な
の
た

五
十
嵐

正
彦

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
大
き
な
力
を

め
に
活
動
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

【
６
月
】

（
校
長
）

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

こ
と
に
感
謝
し
よ
う
。
そ
し
て
将

１
２
（
火
）

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

来
、
こ
う
い
う
活
動
を
自
ら
進
ん

○
全
会
津
中
体
連
総
合
大
会

で
で
き
る
大
人
・
親
に
な
ろ
う
。
」

１
７
（
日
）

と
話
し
ま
し
た
。

○
奥
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

１
８
（
月
）
～

耶
麻
・
全
会
津
中
体
連
大
会
で
躍
動
！

○
教
育
相
談

２
０
（
水
）
～
２
１
（
木
）

と
こ
ろ
で
「
根
・
知
・
和
」
と

が
、県
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

○
全
会
津
水
泳
大
会

は
何
？
と
思
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ

い
ず
れ
も
秋
・
冬
に
、
根
気
強

２
４
（
日
）

し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、

く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
み
重
ね
ま

○
群
岡
地
区
リ
サ
イ
ク
ル

念
の
た
め
に
確
認
し
ま
す
。

し
た
。
グ
ラ
ン
ド
の
雪
を
踏
み
固

２
５
（
月
）
～
２
６
（
火
）

め
て
走
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
知

○
期
末
テ
ス
ト

「
根
」
→
根
性
、
根
気

恵
を
絞
っ
て
体
力
を
つ
け
て
き
た

２
８
（
木
）

「
知
」
→
知
性
、
知
恵
、
知
識

生
徒
た
ち
で
す
。
そ
の
成
果
が
出

※
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
全
会
津
大
会
で
す

○
耳
鼻
科
検
診

「
和
」
→
人
の
和

た
こ
と
が
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。

２
９
（
金
）

そ
し
て
、
総
合
大
会
で
は
、
三

○
３
年
実
力
テ
ス
ト

平
成
二
十
九
年
一
月
か
ら
言
い

年
生
が
数
人
し
か
い
な
い
厳
し
い

本
校
で
は
、
緊
急
時

○
２
年
喫
煙
防
止
教
室

続
け
て
い
る
合
い
言
葉
で
す
。
生

状
況
の
部
が
多
い
中
で
、
学
年
を

の
連
絡
を
は
じ
め
、
Ｐ

徒
に
は
か
な
り
浸
透
し
て
き
て
い

超
え
た
抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

Ｔ
Ａ
委
員
会
や
部
活
動

【
７
月
】

る
と
思
い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
戦
い
を
見
せ
て
く
れ

等
の
諸
連
絡
に
も
活
用

２
（
月
）

さ
て
、
中
学
校
と
言
え
ば
部
活

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
サ
ッ
カ
ー

五
月
か
ら
、
尾
野
本
地
区
リ
サ

で
き
る
よ
う
に
、「
西
会

○
１
年
高
齢
者
体
験

動
。
そ
し
て
、
各
運
動
部
が
目
標

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
卓
球
・
剣
道

イ
ク
ル
活
動
・
野
沢
地
区
リ
サ
イ

津
中
安
心
メ
ー
ル
」
へ

４
（
水
）
～
６
（
金
）

と
し
て
い
る
の
が
中
体
連
大
会
で

の
各
部
（
個
人
も
）
が
県
大
会
を

ク
ル
活
動
・
除
草
作
業
・
新
郷
地

の
登
録
を
お
願
い
し
て

○
県
陸
上
大
会

す
。
陸
上
大
会
を
皮
切
り
に
、
総

目
指
し
て
全
会
津
大
会
に
望
み
ま

区
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
と
、
毎
週
の

い
ま
す
。

７
（
土
）

合
大
会
も
始
ま
り
ま
し
た
。

す
。
チ
ー
ム
西
中
と
し
て
思
い
を

よ
う
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
行
わ
れ
て

昨
年
度
も
台
風
に
よ

○
授
業
参
観
・
保
護
者
会

こ
こ
で
も
「
根
・
知
・
和
」
が

一
つ
に
し
て
、
頑
張
っ
て
く
れ
る

き
ま
し
た
。
各
活
動
は
早
朝
に
行

る
臨
時
休
校
の
連
絡
等

○
家
庭
学
級

発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
と
と
信
じ
ま
す
。

わ
れ
ま
し
た
が
、
大
変
多
く
の
皆

で
大
変
役
立
ち
ま
し
た
。

※
９
（
月
）
振
替
休
業

ま
ず
は
、
陸
上
の
四
種
目
〈
三

さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
無

電
話
連
絡
も
併
用
し
て

８
（
日
）

年
男
子
１
０
０
ｍ
・
共
通
女
子
砲

上
の
写
真
：
全
会
津
陸
上
大
会

事
故
で
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
で
き
ま

は
い
ま
す
が
、
特
に
緊

○
奥
川
地
区
リ
サ
イ
ク
ル

丸
投
げ
・
共
通
男
子
３
０
０
０
ｍ

中
の
写
真
：
選
手
壮
行
会

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

急
時
は
、
で
き
る
だ
け

１
０
（
月
）

・
共
通
男
子
棒
高
跳
び
〉
で
四
人

下
の
写
真
：
耶
麻
総
合
大
会

い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
活
動

早
く
確
実
に
連
絡
を
と

○
水
泳
授
業
①

に
つ
き
ま
し
て
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

１
１
（
火
）
～
１
２
（
水
）

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ん
の
で
、
安
心
メ
ー
ル

○
１
・
２
年
体
験
活
動

は
有
効
で
す
。
趣
旨
を

○
３
年
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

さ
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
は
、

ご
理
解
い
た
だ
き
、
登

１
７
（
月
）

「
子
供
達
が
よ
り
良
い
学
校
生
活

録
が
ま
だ
の
方
は
是
非

○
水
泳
授
業
②

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
」

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

１
８
（
火
）

と
の
保
護
者
の
皆
様
の
思
い
が
こ

登
録
方
法
等
の
詳
細

○
３
年
性
教
育
講
演

も
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
こ
れ

は
、
四
月
十
四
日
の
Ｐ

１
９
（
水
）

が
親
心
で
す
。
そ
う
し
た
保
護
者

Ｔ
Ａ
総
会
要
項
に
入
っ

○
第
１
学
期
終
業
式

の
皆
様
の
一
生
懸
命
に
取
り
組
む

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

２
２
（
日
）
～
２
４
（
火
）

姿
を
、
生
徒
達
に
よ
く
見
て
ほ
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
不

○
県
中
体
連
大
会

い
と
思
い
ま
す
。
将
来
大
人
に
な

明
な
点
は
学
校
に
ご
連

２
３
（
月
）
～
２
４
（
火
）

り
、
親
に
な
っ
た
と
き
に
、
思
い

絡
く
だ
さ
い
。

○
自
主
学
習
講
座

出
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
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